平成19年度　全国鐵構工業協会　青年部会

会長会議　議事録

日　時　平成１9年５月１８日（土）　１３：００～１４：４５
場　所　北海道　札幌パークホテル

出席者　青年部理事（１４名）

　　　　青年部各ブロック長（９名）

　　　　青年部各都道府県会長（４６名）

オブザーバー　　報道他

議事録作成　　　上柿、伊藤

（司会進行）鈴木理事

1.開　　　会

　2.会長挨拶　　米森会長

全青会にとって全国大会は一大イベントである。そのなかには総会があり、全国会長会議があり、分科会があり、懇親会がある。総会は、我々が一年間やってきたことに対して最終的な承認を頂く場だと認識している。施工図で言えば何回もの打ち合わせによって、書き上げた図面に最終的に承認印を頂くのと同じ事と思っている。理事の方々には、年6～7回の理事会で話し合ったこと、決めたことを地元に帰ってキッチリと報告し、それに対する皆さんの意見・要望を吸い上げてきて、次の理事会で話をしてくださいと常々お願いしている。問題のある発言かもしれないがそのような理由で総会はあまり重要視していない。それよりも私は、この会長会議そして懇親会の方をもっと充実させたい気持ちがある。皆さんと直接顔を合わせて話し合うことが5年後、10年後に必ず生きてくると考えている。

　3.出席者の確認、配布資料確認

　

　4.各ワーキンググループ報告

　　　設計交流ＷＧ、工数管理ＷＧ、行政及び対外交流ＷＧ、総務ＷＧの順にこの１年間の活動実績を報告

5.各ブロック事業報告

　　各ブロック研修会報告書を参考に各ブロック長より報告

6.その他報告、討論

1） ＷＧ活動等についての意見

千葉県：先日、千葉での理事会にオブザーバー出席して、ＷＧによる討議は非常に良いと感じた。このまま続けてほしい。

それぞれのＷＧでの活動状況を各会員にフィードバックして欲しい。

秋田県：工作しやすい鉄骨設計講習を全国展開して設計者に色々なことを理解してもらうことは非常に良い事だと思う。もっと広めていってほしい。

京都府：活動はよくやっていると思う。最終形を考えた上で進めなければならないのでは。報告だけで済ませず、やはり結果を期待する。

奈良県：鉄骨需要拡大について、我々でも住む家は木がいいと考える。最終的に構造を決めるのは設計者でも施工者でもなく施主様である。そのエンドユーザーに対して鉄の良さをアピールする必要がある。

福島県：工作しやすい鉄骨設計の出版や講習について、製作側に偏った意見は問題あるのではないかと考える。また、持ち帰っての各都道府県単位での講習会の開催をどうすべきかを考え、正直戸惑っている。第3版の出版内容に期待する。

中部ＢＣ：工作しやすい鉄骨設計について、先日の神奈川での講習の後、4県集まって伝達講習会を行った。このような時に講師の紹介などをいただければ非常に助かる。

関東ＢＣ：工作しやすい鉄骨設計の講習などに設計者をいかにして引張り出すかをよく検討し、出来るだけ多くの設計者に出てきてもらう努力をすべき。多くの設計者は鉄骨施工の実態を知らないでいるように感じる。

香川県：鉄骨需要拡大について、健康に良い住宅など、エンドユーザーの興味をこちらに向けることが大事。また、他ブロックとのブロック間交流も今後実施していきたい。また協力してほしい。

北海道：他ブロックとの交流を目的とし、道外研修会も予定している。理事も今まで以上に色々な場所で仲間作り（交流会）をしていけばいいと思う。

2） 意見を聞いて

山崎理事：鉄骨需要拡大運動について、エンドユーザーがわかりやすいシンプルなパンフレットの作成を目指している。耐震、耐火に優れる点や保険についてのメリットをどんどん前へ出し、わかりやすく記載していきたい。

鈴木理事：「鉄鋼技術」に連載している「鉄骨110番」の存在があまりにも知名度が低い。少し難しいこともあるが、基本的には我々が日々疑問に思うことをわかりやすく説明している。この連載はもうすぐ終結を迎えるが、今後ジャーナルに少し違った形で連載していただく予定である。是非お読みいただきたい。

吉岡理事：工作しやすい鉄骨設計の全国展開について、設計者と施工者がお互い、作りやすいものを、品質の確保しやすいものをという共通認識を持つことを目的としているが、設計者との交流というのも大きな目標の一つである。よってあまり難しく考えず、気楽にすれば良いのではないかと考える。

松下副会長：設計者との交流について、設計者にいかに多数参加して頂くか、その手段の一つとして専攻建築士制度（ＣＰＤ制度）がある。これは、「努力している建築士の証」であり講習会出席などがポイント制になっており、配布されたステッカーをＣＰＤ手帳に貼り付け、必要な単位を取得するものである。そういう他団体の制度を積極的に利用することで、多くの設計者に出てもらうことが可能である。各地の建築士会に問い合わせれば教えてくれる。

米森会長：色々な事業を通して組織が組織らしく機能する組織、すなわちＰＤＣＡが上手く機能するそんな組織を作り上げていくことを第一に考えている。理事会で話し合った事をブロックに持ち帰り、協議しその内容を吸い上げまた理事会で協議する。事業を通して組織がうねるような活動が出来ればと考える。

　　　　　

　7.その他

　　　　関東ＢＣ：噂に聞いたが、とある県の親組合で「青年部はもう必要ではなく、青年部会をなくそう」と考えているところがあると聞いたが、そのような事にならないように出来ないか。

　　　　米森会長：初めて聞いたが、調査し、もしそういう動きがあるならば、親会へのはた

らきかけも青年部理事会の方からする必要がある。まずは調査します。

　　齋藤副会長より

お忙しい中、遠方足を運び、こうして集まった全国各地の会長、各ブロック長、また総会や分科会にお集まりの皆様には、せっかくの機会なので、交流を深めていただき、ここで出来たネットワークを大切にし、今後の情報交換や交流、懇親に生かしていただきたい。

　　松下副会長より

　　　　この全国大会について理事会を開催した時にいつも、何について議論しようか、いかにして皆さんに発言していただくかなど一番頭を悩ますのがこの会長会議である。本来この会長会議は皆さんで意見を出し合う場である。活発に意見交換していただけるよう次回より練り直します。また、年2回の開催も予定しているので次回も是非ご参加いただいきたい。

　　上柿副会長より

　　　　設計者との交流を是非継続していってほしい。交流手法の一つとして溶接体験実習があるが、あまり構えず、気楽に実施していただいた方がいいと思う。設計者との交流、懇親が目的であるという事を忘れずに。聞きやすい、話しやすい設計者、また鉄骨屋作りを目指していただきたい。

　　米森会長より

　　　　会長会議の年2回開催を考えている。これが毎年か2年に1回かはわからないが、今年は親会の全国大会が神奈川である。この翌日に会長会議を予定している。是非参加を御願いします。　　　　　　

以上で報告、協議、その他を終え、閉会した。
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